
東根市立神町中学校 校長だより   ＜「創立３０周年記念誌の発行」にあたって＞ 

行雲流水№３４５令和５年１０月１７日発行 

これからも龍のごとき勢いで 

校長 寒河江 正人 

 

＜本校「創立３０周年記念誌」の発行に際し、一筆、原稿を書かせていただきました。＞ 

 

平成６年４月の分離開校以来、今年で創立３０周年目の大きな節目を迎えることができま

した。これもひとえに、市当局をはじめ、地域の皆様、また関係各位の皆様の日頃からの

温かいご支援とご協力の賜物であると深く感謝し、心より厚く御礼を申し上げます。 

 

 本校は、「全世界の発展に貢献できる有為な人材を輩出する中学校に」という建設当時の多

くの関係者による熱い期待を受けて開校したと伺っております。 

これを受け、現在、「シィンク・グローバル、アクト・ローカル、ビー・ア・グローカリアン（地球規

模の視点で物事をとらえ、考え、自分が住む地元地域で具体的な課題解決の行動をとる人材育

成）」を本校の「学校教育スローガン」に掲げております。 

 

そして、開校から３０年。初年度の生徒数３６０名でスタートした本校は、これまでに 

計３８３９名の卒業生を輩出しております。 

 

また、生徒数は次第に増加し、令和５年度は４９８名になりました。それに伴い、新校舎

の増築工事が着々と進められており、新たな学び舎の誕生が目前に控えております。 

 

 一方、直近３年間では、県中総体における野球・サッカー・女子バスケットボール・新体操の

県制覇、県英語弁論大会の最優秀賞を受賞しております。 

文武ともに県の頂点をつかむ「龍勢神中」の勢いは、今もなお健在であります。 

 

 本校では、生徒一人ひとりがもつその尊い能力や特性に即し、その子に適した学習機会を 

保障し、「その子なりの自己実現」を叶えるべく、全教職員が一丸となって、誠心誠意、精進を

重ねてまいります。 

 

 今後とも、何卒変わらぬご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶

といたします。 

 


